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Benign melanoma with junctional activity
    ( Junctional nevus like lesions )
    ( Compound nevus like lesions )
Benign derrhal melanoma
      Cellular type
      Fibromatous type
Ma1ignant me1anoma
     Epithelioid type
      Spindle cell type
      Epithelioid and spindle cell
      Dendritic and whorled type
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　　　　　　　　　　　　　　論文審査の結果の要旨
　家畜の黒色腫は老令の芦毛馬や，コッカスパニエル種の犬にしぼしぼ発見され，報告されているが，豚につい
ての本腫瘍の報告は比較的少なく，国外に於ては有色肥育豚の悪性腫瘍例の報告と，ヒトの脳腫瘍の動物モデル
としてミニ豚について，一連の報告がなされているのみである。わが国では1966年までにはこの腫蕩の報告は
見当らない。
　著者は共同研究者と共に，1974年，わが国ではじめての豚の黒色腫を報告し，その後学10年間に，引続いて
本病の発生状況を日本獣医学会に報告している。
　今回，著者は神奈川県下，5ケ所のと畜場の長期調査を行って，1，910，889頭のと殺豚の検査の結果得られた
742例の黒色腫と，その後入手した内臓転移悪性黒色腫9例をもとにしたその発生原因の追求を行うと共に，ヒト
の本腫瘍に関する報告も含めて，過去に於ける先人による業績と自己のそれとを比較し，病理形態学的に検討し，
病理組織学的所見の分類，整理を行い，さらに臨床的側面からも本腫瘍の本質に検討を加え，それらの結果を取
纒めたものが本論文である。
1　腫瘍の発生について
　　腫瘍の検出率は調査豚10万頭当り39頭であり，多発農場（グループ）についてのそれは10万頭当り163
　～433頭の年次別検出頻度で，高率，且つ持続的であった。
　　品種別には，主にDurocまたはHampshire種の混血有色豚に多く，Hampshire種41例の発生は外国に
　も見られず，わが国の特等とみなされた。又同腹豚の発生は2腹6頭に見られ，多発農場と多発血統の存在が
　証明された。更に，著者らの助言によりこれらの多発農場に於ける担腫瘍種豚，又は種豚候補を積極的に淘汰す
　ることにより，その後の発生が著明に減少したことは，本腫瘍め発生に遺伝的要因の関与することを叙実に物
　語るものである。
皿　臨床所見
　　臨床的には，一般に特異な症状を示すことが少なく，悪性例では発育障害，交配能力の低下，腫蕩発生局所
　の掻痒感などが認められた。・
皿　発生部位
　　原発巣はすべて皮膚であり，全身に分布して認められ，多発するものが多く，一個体2～168ケ所に発生し
　たもの108例を数え，1，243ケの皮膚腫瘍が得られた。
　　皮膚の発生部位による腫瘍の特微を挙げると，頭頸部に原発したものでは内臓に転移するものが多く，一個
　体に多発する例では体の一定部位に偏在し，腰，背部など被毛の準準部に発生したものでは輪状，白斑型であ
　り，下腹部など軟下部皮膚に発生したものでは黒斑内に腫瘍化したものであった。
　　このような皮膚の発生部位によりそれぞれの腫瘍に特徴めあることは，馳従来の文献に未だ記載されておらず，
　新知見であった。
w病理学的所見
　　原発巣の肉眼的所見は，外観，割面のサイズ，形態，性状などについて区々であったが，大半は黒色部を持つ
　っていた。しかし，中には勢毛により初めて発見されるものや，白毛部に発生した提色性の腫瘍などのように，
　肉眼上，発見困難な例も見られた。
　　病理組織学的主要所見としては，メラニンを富有する類円形，またはや封細長い上皮様細胞，紡錘形細晦
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》　MelanQphage，多核巨細胞など各種細胞による胞巣または三紋形成，敷石状，柵状ないしピマソ性増殖であ
　つた。大腫瘍型や内臓転移型にはビ欄，潰蕩，中心部の壊死，出血，石灰イζが目立った。
　　病変の出現部位は基底層上に限局するものから，下織深部に達するものまであり，接合性変化を主とするも
　のが80％を占めた。悪性例については，
　病理組織学的にWHOの示す
　　　a；接合部，ないし表皮内侵入，増殖
　　　b：核分裂像
　　　C：細胞の多形性
　　　d：腫揚中心の壊死
　　　e：潰瘍化
　　　f：リンパ管，または小静脈への侵入，増殖
　　　g：転移巣の形成
の七種のいつれのタイプも認められたが，個々の所見は必ずしも一致しなかった。細胞診は標本中のメラニン
四二の状態，担色素細胞の形態，炎症性細胞の関与の程度などを確認する上で，有用な手段であった。
V　悪性度
　　病理組織学的に検索した713例中，190例（26．6％）は良性，523例（73．4％）は悪性黒色腫と診断され，
本腫瘍の悪性の傾向が明らかにされたq
　　濃厚な黒斑内に生じた例は，ヒトの表在拡大型悪性黒色腫（superficia1－spreading一典eIaloma）に類
似し，進行過程を示す段階的所見が得られたQ
　　良性と診断されたものの中には，ヒトのjunc　tional　nevusやcompound　nevusに類似するもみもあった
が，ヒトの母斑（nevus）とは肉眼的所見では戸致しないところもあり，単純に同一視することは出来なかっ
　た。
　　皮膚腫瘍の周囲に白毛と輪状の白斑をもつ12例は，ほとんど良性であり，，ヒトのSuttou雷s－haIo－nevus，．
　とミニ豚のperipheral　dipigmentationの所見に類似していた。
　　悪性度については，原発巣の潰瘍化するものの中，89％は組織学由所見から悪性であったので，潰瘍化と
悪性度は平行するものと思われた。原発巣のサイズとの関係はMulligan（1963）は犬では長径1．Ocm以下
　は良性，2．5cm以上は通常悪性としているが，小型サイズに拘らず，組織学的検査による悪性例や，リンパ節
転移を見る例もあることから，著者は統計上原発巣の深達度1mmを悪性例出現の境界線となし得ると判断し
た。尚，動物が生き長らえた場合には悪性化する可能性が高いと考えられるポ
珊　発生母地と転移
　　豚黒色腫の発生母地として皮膚の接合性変化が先行するものであったが，末梢神経との関係の示唆される所
　見もあった。
　　黒色腫の悪性化による転移は，．外科的刺戟の関連も考えられているが，著者の症例中にも耳環や，耳刻装着
　部位より発生した内臓転移の3例があるので，若三時のこれらの措置は装着部に於ける色素斑の存在に充分留
意した上で実施すべきと考えられた。　、　　　　　　　．
　　腫瘍の転移ルニトは，直接蔓莚，リンパ行性，および血行性の三種が考えられた。リンパ節転移は全検索例
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　の42．3％に見られ，内臓への転移は29例（10万頭当り1頭）検出された。
　　転移した臓器は，文献同様，肺，肝，脳，脊髄，駆幹筋であった。
　以上のように著者は長期間に多数のと殺豚を詳細，綿密に検査した結果，従来看過されていた黒色腫を数多く
発見し，これらをもととしてその発生要因を追求し，好発豚種，遺伝的要因，原発部位，皮膚原発腫瘍の個々の
特性，その他種々の新知見を得て，本腫瘍がヒトに於けると同様にブタに於ても悪性度が高く，その発生に特に
注意を喚起するなど，食肉衛生上，家畜病理学上，極めて価値ある業績であり，獣医学博士の学位を授与するに
ふさわしい論文と審定する。
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